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前
編

観
心
寺
と
七
郷

千
年
を
こ
え
る
悠
久
の
歴
史
を
持
ち
、

境
内
に
は
、
中
世
の
文
化
遺
産
が
数
多
く
残
り
ま
す
。

観
心
寺
境
内

私
が
出
逢
っ
た
デ
ィ
ー
プ
な
中
世

　
日
本
史
で
は
、
平
安
時
代
後
半
か
ら

戦
国
時
代
を
「
中
世
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
全
国
を
支
配
し
て
い
た

朝
廷
の
力
が
弱
ま
り
、
各
地
で
軍
事
力

を
も
つ
「
武
士
」
が
力
を
伸
ば
し
、
独

自
に
領
地
を
治
め
た
時
代
で
す
。

　
一
方
で
、
河
内
長
野
市
域
で
は
、
武

士
で
は
な
く
、
観
心
寺
や
金
剛
寺
と
い

っ
た
寺
院
が
地
域
を
支
配
す
る
ケ
ー
ス

も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
観
心
寺
は
真
言
宗
を
開
い
た
空
海
の

弟
子
が
整
備
し
た
寺
院
で
す
。
中
世
の

境
内
は
今
よ
り
も
広
く
、
南
側
の
川
沿

い
の
あ
た
り
ま
で
広
が
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。
最
盛
期
に
は
50
を
超
え
る
僧
坊

と
い
わ
れ
る
僧
侶
の
住
居
が
立
ち
並

び
、
ま
る
で
街
の
よ
う
な
景
観
が
広
が

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
南
北
朝
時
代
に
は
南
朝
方
の
拠
点
と

な
り
、
後
村
上
天
皇
は
一
時
期
、
僧
坊

に
仮
の
御
所
を
営
み
ま
し
た
。
死
後
は

境
内
に
葬
ら
れ
、
今
は
後
村
上
天
皇
陵

と
し
て
宮
内
庁
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

観心寺のように領地を独自に支配し、政治拠
点となった寺院を「一山寺院」と呼びます。
このような寺院は近畿地方を中心に多くあり、
時には武士勢力を圧倒しました。しかし、そ
の政治的重要性がゆえに攻撃の対象ともな
り、多くの一山寺院が滅失してしまいました。
市域にある観心寺、金剛寺はこのような戦乱
を生き抜いた稀有な寺院といえます。

310

WC
観心寺

赤い南大門橋

観心寺バス停

◀至河内長野

至富田林
中世トリビア ❶ 一

い っ

山
さ ん

寺
じ

院
い ん

河内長野駅から南海バスに乗車、 「観心
寺」バス停下車▶午前９時～午後５時▶
入山料 大人300 円、小中学生100 円

建掛塔はもともと３重の
塔として建設予定だっ
たと伝わっています。

当時のまま残り続けている
とは思えない美しさ！金堂
の中には国宝である如

にょ

意
い

輪
りん

観
かん

音
のん

坐
ざ

像
ぞう

が置かれています。 ココが中世!
上の絵図は、中世の境内を記したもの
で、金堂や鎮

ちん

守
じゅ

社
しゃ

などが色鮮やかに描
かれています。また、僧坊や民家など
多くの建物群が取り囲み、
「一山寺院」と呼ばれる当
時の景観が見て取れます。

Deep
!

今回の歴女
高橋 りささん
観心寺を訪れるのは 3 回
目ですが、毎回新しい発
見があります。また、こ
こは北斗七星のお参りが
できる日本唯一のお寺で
す。マップに沿って山を
少し登ると、寺全体を見
渡すことができるのも、
楽しみ方のひとつです。

　
　
金
堂

　
建
掛
塔

槙本院（現在の建物は近世）

鎮守社

今も配置がほぼ中世のまま


